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令和２年１月 武雄市農業委員会「総会」議事録 

 

 １．日 時    令和２年１月６日（月） 

          （開会）１３時３０分 （閉会）１５時１０分 

 
 ２．場 所    武雄市文化会館 ２階 大集会室Ａ 
 
 ３．農業委員出席状況   出席者１９人  欠席者 ０人 

議席 

番号 
氏名 出席 欠席 

議席 

番号 
氏名 出席 欠席 

１ 中尾 和則 ○  １１ 川口 敏広 〇  

２ 富永 光男 ○  １２ 古川さゆり 〇  

３ 末藤 良郎 ○  １３ 稲富  守 〇  

４ 佐佐木幸夫 ○  １４ 永石 芳彦 〇  

５ 中島  薫 ○  １５ 山下 英喜 〇  

６ 中村 和仁 ○  １６ 川内 正美 〇  

７ 中村 一明 ○  １７ 山口 武美 〇  

８ 田代 了三 ○  １８ 相原 經憲 〇  

９ 松尾 隆雄 ○  １９ 岩橋 久美 〇  

１０ 向井 健作 ○      

 

 ４．農地利用最適化推進委員で出席した者 

   渕 良昭、諸岡登志彦、小栁 滿、小田康信、西村栄義、荒川宏文、諸岡秀一、 

笠原 武、中島敏秋、 小栁信博、小潟 博、大宅 潔、光岡政範、山口 浩、 

松岡義信、田淵清徳、 下平秀昭、池田耕郎、永尾廣次、鈴山春樹、中原 位、 

平川 香、橋口和彦、 立川浩吉（以上２４名） 

 

 ５．協議事項  

   議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について         ６件 

   議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について         ２件 

   議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について        １３件 

   議案第４号 農地転用後の事業計画変更承認申請について         １件 

   議案第５号 武雄市農用地利用集積事業計画（案）について 

   議案第６号 農業振興地域内、農用地からの除外について 

   議案第７号 武雄市非農地証明願いについて               ２件 

   議案第８号 武雄市非農地証明事務処理要領の一部改訂（案）について 

   議案第９号 武雄市農業委員会事務局処務規程の一部を改訂する規程の 

         制定について                      

   報告第１号 農地等形状変更届出について                ２件 

 

 ６．議事内容 以降記載 
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―――――――――――――――― 《開会》 ―――――――――――――――――― 

 

事務局長   皆さんこんにちは。ご案内の時間となり、令和２年１月の武雄市農業委員

会「総会」の準備が整いました。 

本日は農業委員全員の出席があっておりますので、農業委員会等に関する

法律第２７条第３項の規定により、本日の総会が成立していることを報告い

たします。また、本日は推進委員の皆様にもご出席をいただいております。 

それでは、佐佐木会長、議事進行をお願いします。 

 

――――――――――――《議事録署名人指名・報告事項》―――――――――――― 

 

会 長   （農業情勢等の報告等については省略） 

 

       それでは、ただ今から令和２年１月の武雄市農業委員会総会を開会いたし

ます。今日は、議案第１号から議案第９号までの審議をお願いいたします。 

      その後に１件の報告事項がございます。 

審議に入る前に、本日の議事録署名人を指名いたします。５番 中島 薫

委員、１８番 相原 經憲 委員を指名いたします。 

       それでは、議案審議に入る前に、事務局から報告事項をお願いします。 

 

事務局    まず、先月 1 か月間の事業についてご報告いたします。 

       本日配布しております、「武雄市農業委員会 事業報告 令和２年１月分」

をご覧下さい。先月の総会からあとの事業について記載しております。 

       主なものとしては、１２月２６日に調査委員会を開催し、農地法第５条の

転用許可２件について審議を行ったところです。 

       また、１２月２７日に「武雄市農業委員会だより」を発行しました。武雄

市の広報と一緒に市内全戸に配布をしております。 

その他については資料に記載しているとおりです。 

      

       次に４条・５条の転用許可について、総会審議後の県知事の許可状況につ

いてご報告いたします。９月の総会で審議をした○○○○と○○○○の一時

転用はまだ許可が出ていません。○○○○は補正が整っておりますのでまも

なく許可が出ると思います。 

       １２月の総会で審議をした５条の３件についてはまだ許可が出ておりませ

ん。 

 

       次に、「農地転用許可後の工事進捗状況・利用状況・農地復元報告」につい

て」ご報告いたします。 

先月事務局で受け付けたものは、工事の完了報告が４件、工事進捗状況報

告が○○の建売分譲住宅が３件出ております。利用状況告が２件です。 
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       次に「農振除外」の手続完了についてご報告いたします。 

       ７月５日の総会で審議いただいた農振除外の案件１４件について、手続が

完了し、１２月１２日付けで農林課から申請者に通知がされております。内

容については資料に記載のとおりです。 

今後、農地転用の申請手続が進められますので、担当地区の農業委員・推

進委員に対して、申請内容の確認、確認書の署名等について依頼があるかと

思いますので、対応のほどよろしくお願いいたします。中には、確認書の用

紙だけを持ってきて依頼をされる方もおられるようですが、図面等を見てい

ただいて、特に排水などは確認をして、「知らなかった」とならないように、

計画をしっかり確認してから署名いただきますようお願いします。 

 

次に「農地法第３条の３第１項の規定による届出書」については、相続に

より農地を取得した場合の届出です。先月事務局に届け出があったものは、

資料に記載しているとおりです。 

       

       次に「利用権設定業務について」報告いたします。 

       １２月の総会で同意いただいた利用権の設定については、貸し手、借り手

双方に対し、１２月９日付けで利用権設定通知書を発送いたしました。 

また、まもなく終期を迎える利用権について、貸し手、借り手双方に対し、

１２月２０日付けで更新についての案内文書を発送いたしました。 

       事務局からの説明は以上です。 

 

会 長    事務局からの報告に対して、皆様からお尋ね等はございませんか。 

 

（なし） 

 

会 長    特に無いようですので、審議事項に入ります。 

 

――――――――――《議案第 1号 農地法第３条 許可申請》―――――――――― 

 

会 長    では、議案第１号を議題といたします。農地法第３条の規定による許可申

請が４件提出されております。この６件について、事務局から説明をお願い

します。 

 

事務局    議案第１号について説明します。 

       申請番号１番。所有権移転。〇〇町の畑１筆、８８㎡。譲渡人は「高齢の

ため管理ができない。」譲受人は「自宅の隣で管理しやすい。」ということで

申請が出されています。農地の価格は１反当たり○○○○です。 

  

       申請番号２番。所有権移転。〇〇町の田１筆、６０８㎡。譲渡人は「市外

在住のため維持管理ができない。」譲受人は「わのうで管理しやすい。」とい
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うことで申請が出されています。農地の価格は１筆で〇〇〇〇です。 

     

       申請番号３番。所有権移転。〇〇町の田２筆、計４,２７６㎡。譲渡人は「農

業後継者がいない。」譲受人は「自宅近くで管理しやすい。」ということで申

請が出されています。農地の価格は２筆で〇〇〇〇です。 

  

       申請番号４番。所有権移転。〇〇町の田１筆、３８２㎡。「国土調査の地図

作成時に錯誤があり、現況に合うように所有権を移転したい。」ということで

申請が出されています。農地の価格は発生しておりません。 

 

       申請番号５番。所有権移転。〇〇町の田１筆、２２０㎡。譲渡人は「市外

在住のため維持管理ができない。」譲受人は「所有地に隣接しているため管理

しやすい。」ということで申請が出されています。農地の価格は発生しており

ません。 

  

       申請番号６番。所有権移転。〇〇町の田２筆、計２,１３９㎡。譲渡人は「市

外在住のため維持管理ができない。」譲受人は「現在も耕作している。」とい

うことで申請が出されています。農地の価格は１反当たり○○○○です。 

 

     以上、１番から６番まで、判断基準を全て満たしていると判断しています。

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。地元委員から補足説明があるようでしたら、

それを受けてから審議に入りますが、何かございませんか。 

      

○○番委員  番号１について説明します。譲渡人は８０代で一人住まいです。どうして

も管理ができないということで譲受人にお話をされております。その中で譲

渡価格について少し食い違いがありましたので、調整を行いました。以上で

す。 

 

会 長    他にございませんか。（なし）。地元委員の説明が終わりましたので、議案

第１号について、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    特に無いようですので、議案第１号の質疑をとどめます。 

議案第１号 農地法第３条の規定による６件の許可申請については、許可

することに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 
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会 長    異議なしと認めます。 

       よって、議案第３号 農地法第３条の規定による６件の許可申請につきま

しては、許可することに決しました。 

 

――――――――――《議案第２号 農地法第４条 許可申請》―――――――――― 

 

会 長    次に議案第２号を議題といたします。農地法第４条の規定による許可申請

が２件提出をされております。この２件について、事務局から説明をお願い

します。 

 

事務局    議案第２号について説明いたします。 

申請番号１番。〇〇町の畑１筆、５００㎡。「実家に、駐車場が不足するた

め、申請地に整備し利用したい。」という事で申請がされています。既に一部

が庭園・通路として使用されておりましたので、始末書が添付されておりま

す。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

申請番号２番。〇〇町の畑３筆、計２,７３１㎡。「長年お茶の栽培をしてき

たが、高齢になり管理ができなくなったためクヌギを植林した。」という事で

申請されています。既に植林が行われておりましたので、始末書が添付され

ております。農振除外の手続は済んでおります。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

       ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。この２件について地元委員から補足説明が

あるようでしたら、それを受けてから審議に入ります。地元委員さん、何か

ございませんか。 

 

      （地元委員補足説明なし） 

 

会 長    特に無いようですので、議案第２号について質疑を開始します。何かござ

いませんか。 

 

○○番委員  申請番号 1 番は申請人の住所が市外ですが、実家の農地を転用されるので

すか。 

 

会 長    地元委員さん説明をお願いします。 
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○○○○農地利用最適化推進委員 申請人の兄弟は３人とも外に出ておられます。実家の

ほうはおばあちゃんが住んでおりましたが、亡くなった後は空き家になって

います。 

 

○○番委員  では、実家に里帰りしたときに駐車場が必要だというわけですね。 

 

事務局    定期的に戻っておられるとの事です。 

 

○○番委員  はい、わかりました。 

 

会 長    他にございませんか。（なし）他にないようですので、議案第２号の質疑を

とどめます。議案第２号 農地法第４条の規定による２件の許可申請につい

ては、本委員会としては許可しても差し支えない旨意見を付けて、佐賀県知

事に送ることに異議ございませんか。 

 

      （「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第２号、農地法第４条の規定による２件の許可申請について

は、本委員会としては許可しても差し支えない旨意見を付けて、佐賀県知事

に送ることに決しました。 

 

――――――――《議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請》―――――― 

 

会 長    次に、議案第３号を議題といたします。農地法第５条の規定による許可申

請が１３件提出をされています。このうち申請番号１番の案件については、

〇番○○委員さんが譲渡人です。よって、まず申請番号１番について先に審

議・採決を行い、その後に、それ以外の案件について審議、採決を行います。 

       では、申請番号１番の案件について審議を行いますので、農業委員会等に

関する法律の規定に基づき、〇番○○○○さんは退席をお願いします。 

 

      （〇番委員退席） 

 

議事を続けます。申請番号１番について、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    議案第３号、申請番号１番について説明します。 

申請番号１番。所有権移転。〇〇町の田２筆、計８１７㎡。「申請地は日照

条件も住環境も交通至便も良く、住宅地に適地と判断したため、建売分譲住

宅を建築販売したい。」という事で申請されています。 

同時利用地として宅地１１.77 ㎡を含む９２８.77 ㎡に、分譲住宅を４区画
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を計画されております。農振除外の手続は済んでおります。工事完了時期は

令和２年４月３０日です。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

       以上です。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長    事務局からの説明が終わりました。申請番号１番について、地元委員さん

から補足説明があれば、その説明を受けてから質疑に入りたいと思います。

地元委員さん、何かございませんか。 

 

○○○○農地利用最適化推進委員 まわりがもう住宅地になっておりまして、生活排水に

関しても、現在、３、４件分の生活排水が流れている溝に生活排水を放流す

るという事で、問題は無いと考えます。以上です。 

 

会 長    地元委員の説明が終わりましたので、申請番号１番について、質疑を開始

します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    特に無いようですので、申請番号１番の質疑をとどめます。議案第３号 農

地法第５条の規定による申請番号１番の許可申請については、本委員会とし

ては許可しても差し支えない旨意見を付けて、佐賀県知事に送ることに異議

ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

       よって、議案第３号 農地法第５条の規定による申請番号１番の許可申請

につきましては、本委員会としては許可しても差し支えない旨意見を付けて、

佐賀県知事に送ることに決しました。 

       事務局は〇番○○委員に入室をするよう伝えて下さい。 

 

      （〇番委員入室・着席） 

 

会 長    議事を続けます。議案第３号、申請番号第２番から第１３番について事務

局の説明を求めます。 

 

事務局    議案第３号、申請番号第２番から第１３番について説明します。 

申請番号２番。所有権移転。〇〇町の田１筆、１,３１６㎡。「閑静な住宅地

で住環境も整っている当該地で宅地分譲を行いたい。」という事で宅地用地５
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区画を申請されています。 

       工事完了時期は令和２年５月３０日です。 

都市計画法に規定する用途地域（第一種住居専用地域）内の農地ですので

農地区分は第３種農地。許可基準の該当事項は「許可し得る。」と判断してお

ります。 

 

申請番号３番。使用貸借権設定。〇〇町の田１筆、１,６８０㎡。「現在の広

場は山手にあり、高齢者にとっては利用しにくく、駐車場もないため路上駐

車をして地域の通行の妨げになっている。また、公式試合のコースに比べ手

狭なため公式コースで必要な５０ｍが設置できる申請地に整備したい。」とい

う事で申請されています。 

       農振除外の手続は済んでおります。工事完了時期は令和２年１０です。 

       「概ね１０ha 以上の規模の一段の農地の区域内にある農地」で農地区分は

第１種農地、許可基準の該当事項は「地域間交流を図るために設置される施

設」で許可し得ると判断しております。 

 

申請番号４番。所有権移転。〇〇町の畑１筆２１３㎡。「借家を購入したが、

乗入れ口が農地だった。乗入れ口と駐車場として利用したい。」という事で申

請されています。 

       譲渡人の時代から農地の一部を乗入口として利用していましたので、譲渡

人からの始末書が添付されております。 

       工事完了時期は令和２年３月です。 

都市計画法に規定する用途地域（第二種中高層住居専用地域）内の農地で

すので農地区分は第３種農地。許可基準の該当事項は「許可し得る。」と判断

しております。 

 

申請番号５番。所有権移転。〇〇町の田２筆、計８２０㎡。「現在休耕地で

周囲に農地も少ないこと、、住環境が良いことから分譲地として利用したい。」

という事で、一般住宅用地２区画と集合住宅用地１区画を申請されています。 

       工事完了時期は令和２年９月３０日です。 

都市計画法に規定する用途地域（第二種中高層住居専用地域）内の農地で

すので農地区分は第３種農地。許可基準の該当事項は「許可し得る。」と判断

しております。 

 

申請番号６番。所有権移転。〇〇町の田１筆、１８２㎡。「当該地は住環境

が良好なため、宅地分譲地として販売したい。」という事で申請されています。 

       工事完了時期は令和２年５月３０日です。 

都市計画法に規定する用途地域（第二種中高層住居専用地域）内の農地で

すので農地区分は第３種農地。許可基準の該当事項は「許可し得る。」と判断

しております。 
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申請番号７番。所有権移転。〇〇町の畑１筆、２９９㎡。「申請地周辺は住

宅地であり、教育施設も近く、交通の便も良いため、建売分譲住宅を建設販

売したい。」という事で、同時利用地として宅地１０９.23 ㎡を含む４０８.23

㎡に建売分譲住宅２区画を計画されています。工事完了時期は令和２年７月

です。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

申請番号８番。所有権移転。〇〇町の畑１筆、５４１㎡。「共働きで帰宅が

遅く、両親から子育てのサポートを受けている。将来を考え、実家近くに一

般住宅を建てたい。」という事で申請されています。 

       工事完了時期は令和２年７月です。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

申請番号９番。所有権移転。〇〇町の畑１筆、１７７㎡。「牧草、農機具等

保管する倉庫が不足していたため平成３０年３月に農業用倉庫を建設した。」

という事で申請されています。 

       既に建物が建っておりますので、始末書が添付されております。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

申請番号１０番。所有権移転。〇〇町の田１筆、畑３筆、計４筆、１,９６

３㎡。「申請地は太陽光発電としての立地条件、環境、所要面積の各条件を満

たしていることから最適の事業環境と判断し計画した。」という事で申請され

ています。 

       農振除外の手続は済んでおります。工事完了時期は令和２年６月３０日で

す。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

申請番号１１番。所有権移転。〇〇町の畑１筆、４１８㎡。「繁殖牛増頭に

より、運動場が不足するため、整備したい。」という事で申請されています。 

       工事完了時期は令和２年５月３１日です。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 
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申請番号１２番。所有権移転。〇〇町の田１筆、畑１筆、計２筆、１,０３

８㎡。「地形、面積等条件が整っている申請地で太陽光発電事業を行いたい。」

という事で申請されています。 

       農振除外の手続は済んでおります。工事完了時期は令和２年２月です。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

申請番号１３番。所有権移転。〇〇町の畑１筆、１,００３㎡。「譲渡人は市

外在住で管理できない。譲受人は自宅の隣で環境整備のため植林を行いた

い。」という事で申請されています。 

       農振除外の手続は済んでおります。 

       農地区分は「農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農

地」で第２種農地、許可基準の該当事項は「周辺の他の土地に立地すること

が困難な場合は許可し得る。」と判断しております。 

 

       事務局からの説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

会 長    事務局からの説明が終わりました。２番及び３番の案件につきましては、

１２月２６日に調査委員会を行っておりますので、座長の○○委員さんから

調査結果の報告をお願いします。 

 

調査委員会座長（○○番委員） 

それでは調査委員会の報告をいたします。 

令和元年１２月２６日午後１時３０分から、武雄市役所３階会議室及び現

地にて、Ｂ班及び地元農業委員により調査委員会を開催し、議案第３号農地

法第５条の規定による申請２件について審議しました。 

 

 まず、申請番号２番の「宅地分譲」について、申請人から、転用理由、転

用計画等の説明があり審議しました。 

 質疑の中で排水関係についての質問があり、これに対して「排水関係・橋

の建設等については、今後の水路等の維持管理に支障が出ないような施工を

行う」との説明が現地でありました。 

以上、質疑等ありましたが、申請番号２番の案件について、調査委員会と

しては、転用の許可基準から許可しても差し支えないという判断になりまし

た。 

 

続きまして、申請番号３番の「グラウンドゴルフ場・ゲートボール場」に

ついて、申請人から、転用理由、転用計画等の説明があり審議しました。 

主な質疑・要望としては、委員から「将来的に利用することを考えている
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とのことだが、貸付人と賃借期間や賃料についてきちんとした契約書を書面

で交わした方がよいのでは。」という質疑があり、これに対して「契約書につ

いては作成し、事務局に写しを提出する」という回答がありました。 

 以上、質疑等ありましたが、申請番号３番の案件について、調査委員会と

しては、転用の許可基準から許可しても差し支えないという判断になりまし

た。 

  

会 長    はい、ありがとうございました。２番及び３番の案件については調査委員

会の報告が終わりましたが、残る４番から１３番までの案件について、地元

農業委員さんから補足説明があれば、その説明を受けてから質疑に入りたい

と思います。地元委員さん、何かございませんか。 

 

      （地元委員補足説明なし） 

 

会 長    特に無いようですので、議案第３号について質疑を開始します。何かござ

いませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    特に無いようですので、議案第３号の質疑をとどめます。議案第３号 農

地法第５条の規定による１３件の許可申請については、本委員会としては許

可しても差し支えない旨意見を付けて、佐賀県知事に送ることに異議ござい

ませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

       よって、議案第３号 農地法第５条の規定による１３件の許可申請につき

ましては、本委員会としては許可しても差し支えない旨意見を付けて、佐賀

県知事に送ることに決しました。 

 

―――――――《議案第４号 農地転用許可後の事業計画変更承認申請》――――――― 

 

会 長    次に、議案第４号を議題といたします。農地転用許可後の事業計画変更承

認申請が１件提出をされています。この１件につきまして、事務局の説明を

お願いします。 

 

事務局    議案第４号について説明します。 

申請番号１番。農地転用許可後の事業計画変更承認申請です。 

○○町の田１筆、５,６９９㎡について、平成３０年２月１９日付けで転用

許可が出ておりました。しかし、出店を計画していた○○○○が、○○○○
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の確保が困難になり出店を断念したため、○○○○が出店する予定だった所

を、変更後は、○○○○などの○○○○として利用したいとの事です。 

以上です。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長    事務局から説明がありました。この案件について、地元委員さんから補足

説明があれば、それを受けてから質疑に入りたいと思いますが、何かござい

ませんか。 

 

      （地元委員補足説明なし） 

 

会 長    特に無いようですので、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

      ※質問があった場合 

 

会 長    ありがとうございました。地元委員の補足説明が終わりましたので、質疑

を開始します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    特に無いようですので、議案第４号の質疑をとどめます。議案第４号 農

地転用許可後の事業計画変更承認申請につきましては、本委員会としては承

認しても差し支えないむね、佐賀県知事に送ることに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

       よって、議案第４号 農地転用許可後の事業計画変更承認申請につきまし

ては、本委員会としては、承認しても差し支えないむね、佐賀県知事に送る

ことに決しました。 

 

―――――――――《議案第５号 農用地利用集積事業計画（案）》――――――――― 

 

会 長    次に、議案第５号を議題といたします。武雄市農用地利用集積事業計画書

（案）につきまして事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    別冊の議案第５号農用地利用集積事業計画（案）についてご説明します。 

       １ページをご覧ください。こちらに令和元年度第５号利用権設定計画（案）

を記載しています。２ページをご覧ください。こちらに内訳を記載していま

す。 

 

         武雄町。 田。新規（なし） 
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                再設定、 １件、  １筆、  １,２７３㎡。 

         武雄町。 畑。（なし） 

 

         橘町。  （なし） 

 

         朝日町。 田。新規（なし） 

                再設定、 ２件、  ２筆、  １,８６９.34 ㎡。 

         朝日町。 畑。（なし） 

 

         若木町。 田。新規、  １件、  １筆、   ３,１１２㎡。 

                再設定（なし） 

         若木町。 畑。（なし） 

 

         武内町。 田。新規（なし） 

                再設定、 １件、  １筆、  １,７４８㎡。 

         武内町。 畑。（なし） 

 

         東川登町。田。新規、  ５件、 １０筆、 １９,２０８㎡。 

                再設定、 ２件、  ４筆、  ３,９６６㎡。 

         東川登町。畑。（なし） 

 

         西川登町。田。新規、  ２件、  ６筆、  ５,３９３.70 ㎡。 

                再設定、 １件、  ２筆、  １,８５７㎡。 

         西川登町。畑。（なし） 

 

         山内町。 田。新規（なし） 

                再設定、 ５件、 １０筆、  ８,１５４㎡。 

         山内町。 畑。（なし） 

 

         北方町。 田。新規、  １件、  １筆、  ３,９７３㎡。 

                再設定（なし） 

         北方町。 畑。（なし） 

 

      となっています。３ページ以降に各町の詳細を記載しています。 

また、利用権の設定の変更については１４ページ、利用権の解除については

１５ページに記載をしておりますのでご確認下さい。 

        

  以上、農業経営基盤強化促進法第１８条３項の要件を満たしていると考え

ます。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。議案第５号につきまして、質疑を開始しま
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す。何かございませんか。 

 

○○番委員  ○○町の申請番号１番について補足説明します。借受人はトレーニングフ

ァームの研修生です。ＪＡや行政が関わっています。きゅうりのハウスをす

るということで、借賃はそれを考慮した額となっています。以上です。 

 

会 長    よろしいですか。他に意見もないようですので、議案第５号の質疑をとど

めます。議案第５号 武雄市農用地利用集積事業計画書（案）につきまして、

原案どおり承認することに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

       よって、議案第５号 令和元年度武雄市農用地利用集積事業計画書につき

ましては、原案どおり承認することに決しました。 

 

――――――――《議案第６号 農業振興地域内 農用地からの除外》――――――― 

 

会 長    次に議案第６号を議題といたします。「農業振興地域の内、農用地からの除

外に対する意見について」、農林課の説明をお願いします。 

 

農林課    農林課の真﨑と申します。議案第６号について説明いたします。農業振興

地域内、農用地からの除外について、農業振興地域の整備に関する法律施行

規則第３条の２第２項の規定に基づき、農業委員会のご意見を伺いたいと考

えております。今回の案件は農用地からの除外が５件、１０筆です。 

       ３ページをご覧ください。 

       １番。〇〇町の田１筆の一部。５００㎡。実家近くに一般住宅を建てたい

というものです。 

       ２番。〇〇町の田３筆、２６０㎡。整備工場を営んでいるが、手狭になっ

てきたため、防犯上の面からも工場付近に車両置き場を設けたいというもの

です。 

       ３番。〇〇町の畑４筆、１,７９３㎡。太陽光発電事業及び電気工事業のた

めの資材置場と進入路にしたいというものです。 

       ４番。〇〇町の田１筆、２,０６２㎡。農地としての維持管理が体力的にも

困難になってきたため、植林をしたいというものです。 

       ５番。〇〇町の田１筆の一部。６００㎡。現居住地が土砂災害発生地帯と

なっており危険なため、同じ行政区域内に一般住宅を建てたいというもので

す。 

       以上、説明を終わります。ご審議よろしくお願いします。 

 

会 長    議案の説明が終わりましたので、質疑を開始します。何かございませんか。 
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      （質疑なし） 

 

会 長    意見も無いようですので質疑をとどめます。議案第５号「農業振興地域の

内、農用地からの除外に対する意見」については、「農業振興施策の推進に著

しい支障を及ぼすことがないと認められる。」と回答することに異議ございま

せんか。 

 

      （「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。よって、議案第５号については「農業振興施策の推

進に著しい支障を及ぼすことがないと認められる。」と回答することに決しま

した。 

 

―――――――――――――《議案第７号 非農地証明》――――――――――――― 

 

会 長    次に議案第７号を議題といたします。武雄市非農地証明について、２件の

証明願いが提出されていますので、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    議案第７号、武雄市非農地証明願について説明します。 

 

申請番号１番。土地は○○町の田１筆、３３４㎡。「区画整理で換地処分と

なり、店舗用地として貸し付けていた。」ということです。 

非農地処理事務処理要領の該当事項は第５号「人為的に無断転用された農

地であって、かつその転用行為が２０年以上経過し、農業委員会が特に法励

行上証明書の交付を行うことも止むを得ないと認めた場合。」に該当すると判

断しております。 

 

       申請番号２番。土地は○○町の畑２筆、１,２８３㎡と１０８㎡です。 

初めの筆については「キウイフルーツを栽培していたが、父が亡くなり荒

廃していった。」ということです。 

非農地証明事務処理要領の該当事項は、第４号「自然的荒廃土地であって、

かつ耕作できなくなってから１０年以上が経過し、容易に農地への復元も困

難であり、農地として利用される可能性のない土地」に該当すると判断して

おります。 

       もう１筆については「２０年ほど前に檜を植林した。」というものです。 

非農地処理事務処理要領の該当事項は第５号「人為的に無断転用された農

地であって、かつその転用行為が２０年以上経過し、農業委員会が特に法励

行上証明書の交付を行うことも止むを得ないと認めた場合。」に該当すると判

断しております。 

       以上です。ご審議のほどよろしくお願いします。 
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会 長    事務局の説明が終わりました。議案第７号について地元委員の補足説明が

あれば、それを受けてから質疑に入りたいと思いますが、地元委員さん、何

かございませんか。 

 

      （地元委員補足説明なし） 

 

会 長    特に無いようですので、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    意見も無いようですので、質疑をとどめます。 

議案第７号、２件の武雄市非農地証明願いにつきまして、原案どおり証明

することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第７号の武雄市非農地証明につきましては原案どおり証明する

ことに決しました。 

 

―――《議案第８号「武雄市非農地証明事務処理要領の一部改訂（案）」について》――― 

 

会 長    次に議案第８号を議題といたします。「武雄市非農地証明事務処理要領の一

部改訂（案）」について、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局長   議案第６号 「武雄市非農地証明事務処理要領の一部改訂（案）」について

ご説明いたします。 

       農地を農地以外に転用する場合には、先ほどもご審議いただきましたよう

に、農地法に基づく許可手続きが必要です。法務局で登記を農地から農地以

外の地目に変更しようと申請する場合には、原則として農地転用の許可書が

必要です。 

       この転用許可手続きとは別に、農業委員会で取り扱っている「非農地証明」

というものがございます。これは、農地法などに規定されているものではな

く、農業委員会が行う行政サービスのひとつとして行っているものです。登

記簿上の地目は農地だけれども現況は既に農地ではないという事実を、農業

委員会の会長名で証明することによって、その証明書を法務局に提出をすれ

ば、農地転用の許可証と同じように、登記簿の地目を農地以外に変更できる

というものでございます。 

       武雄市農業委員会では、平成２６年５月の総会で「武雄市非農地証明事務

処理要領」を制定し、それに基づいて非農地証明の事務を行っております。 
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       しかし近年、開発業者などから、この非農地証明を使って登記簿の地目を

農地以外にして事業を先に進められないかというような相談が、事務局に寄

せられる場合があります。これに対応する規定がないことから事務局として

も苦慮しております。 

       非農地証明で行いますと、農地転用の許可申請手続も要りませんし、隣接

する農地の持ち主の同意も要りませんし、区長さんや生産組合長さんの同意

も要らないということで、手続としては簡単に事が運んでしまう事になって

しまいます。 

       そのような、事業を目的としたものにまで非農地証明を出すのは、当たり

前に農地転用の手続をする場合と比べて、バランスが取れなくなるのではな

いかということで、開発等を目的とした場合には、やはりきちんと農地転用

の手続をしてもらう必要があるのではないかとの考えから、今回、この改正

案を出しているところでございます。 

       具体的には、第３条の２項に非農地として認めないものを挙げております

が、ここの第５項に「太陽光発電施設等への転用・開発を目的として非農地

証明が願出された場合」を追加したいということで提案をしております。 

       この他にも、要領ができて５年が経過しておりますので、事務処理要領の

意図がより明確になるように、字句の見直しや条文の入れ替えを行っており

ます。 

       それと、土地の所有者から提出される「非農地証明願」に、「この願出は太

陽光発電施設等への転用を目的としたものではありません。また、願出た土

地については、地目変更後も適正な管理を行い、周辺の農地に迷惑をかけま

せん。」という文言を加えております。 

以上で説明を終わります。ご審議賜りますようお願い申しあげます。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。「武雄市非農地証明事務処理要領の一部改訂

（案）」について、質疑を開始します。ご意見、ご質疑等はございませんか。 

 

      （質疑開始） 

 

会 長    それでは、他に意見も無いようですので議案第６号の質疑をとどめます。 

      議案第６号、「武雄市非農地証明事務処理要領の一部改訂（案）」について、

事務局案のとおり改訂することに、ご異議ございませんか。 

 

      （「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長 

       異議なしと認めます。 

       よって、議案第６号、「武雄市非農地証明事務処理要領の一部改訂（案）」

について、事務局案のとおり改訂することに決しました。 
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―《議案第９号「武雄市農業委員会事務局処務規程の一部を改訂する規程」について》― 

 

会 長    次に議案第９号を議題といたします。「武雄市農業委員会事務局処務規程の

一部を改訂する規程」について、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局長   議案第９号 「武雄市農業委員会事務局処務規程の一部を改訂する規程」

についてご説明いたします。これは委員の皆様に直接関係する話ではありま

せん。事務局の体制についての提案です。 

       今、農業委員会の事務局には「農地係」と「農振係」という２つの係があ

ります。これは「武雄市農業委員会事務局処務規程」の中で、この２つの係

を設けるという決まりになっているからです。 

       ただ現在、正規職員が４名しかおりません。私も局長を仰せつかっており

ますので、このような状況で係を２つに分けますと、１人で１係ということ

になっております。これを改善し、事務局全体としてもう少し効率的な業務

を行うために、今年の４月から２つの係を１つの係にまとめて業務を行いた

いということで提案しております。 

具体的には第２条のところが、今は「農地係」と「農振係」になっており

ますが、４月以降は「農地農振係」という一つの係へまとめることで提案し

ています。次の３条のところで、現在は、農地係の業務内容と農振係の業務

内容をそれぞれ定めておりますが、４月以降はこれらを一つにまとめて「農

地農振係の仕事はこういったことですよ。」と書いております。それ以外は変

えておりません。 

       説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。「武雄市農業委員会事務局処務規程の一部を

改訂する規程」について、質疑を開始します。ご意見、ご質疑等はございま

せんか。 

 

      （質疑開始） 

 

会 長    それでは、他に意見も無いようですので議案第９号の質疑をとどめます。 

      議案第９号、「武雄市農業委員会事務局処務規程の一部を改訂する規程」につ

いて、事務局案のとおり策定することに、ご異議ございませんか。 

 

      （「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

       よって、議案第９号、「武雄市農業委員会事務局処務規程の一部を改訂する

規程」について、事務局案のとおり改訂することに決しました。 

 

―――――――――《報告第１号 農地等形状変更届出について》―――――――――― 
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会 長    以上で審議事項を終了し、報告事項に移ります。 

 

会 長    報告第１号「農地等形状変更届出について」２件の報告が提出されていま

す。この２件について、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    報告第１号について説明いたします。 

番号１番。土地は武内町の田１筆、２３０㎡です。変更理由は「低地のた

め道路から農機具の搬入が難しいため、畑として利用したい。」ということで、

田をかさ上げして畑へ転換されます。変更時期は令和元年１２月１日から令

和２年１月３１日です。かさ上げの高さは１.5ｍ、土量は４００㎥です。変

更後は飼料作物を作るということです。 

 

番号２番。土地は西川登町の田５筆、計２,０１８㎡です。変更理由は「水

はけが悪く、収穫時に機械が利用できないため。」ということで、田をかさ上

げして畑へ転換されます。変更時期は令和元年１２月１日から令和２年１月

３１日です。かさ上げの高さは１ｍ、土量は４００㎥です。変更後は野菜を

作るということです。 

以上報告いたします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。この件について地元委員さんから補足説明

があれば、お願いします。 

       番号２番について説明します。今、橋口組が六角川の東川登町のところの

川の中にたまった土を揚げる工事をしています。２番の田の嵩上げに使われ

る土は、橋口組が川から揚げた土を入れるとのことです。 

 

会 長    他にございませんか。（なし）。これは報告事項ですので、このあたりで質

疑をとどめます。 

 

――――――――――――――――――《閉会》―――――――――――――――――― 

 

会 長    それでは、以上をもちまして、令和２年１月の農業委員会総会を終わりま

す。 

 

 


